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技 術 開 発 課 題 完 了 報 告 書

課  題  名 ヒノキ耐陰性系統選抜法

課 題 区 分
』
日 一小

開発
区分

昭和56～ 60年度 担 当 菊 池 営
｀
林 署

目

　

標

非皆伐施業における樹下植栽技術開発の一環として, ヒノキ耐陰性品種の選定を行う。

結

果

ヒノキ耐陰性系統試験を対照区を含めて, 5生長期まで 157ク ローンについて調査した。

耐陰性試験の結果では,大分 7号など 5系統が樹高,根元直径ともに良い生長を示している。

施

業

及

び

作

業

の

内

容

項 目 内  容 項 目 内  容 項 目 内  容

伐 採 の 方 法

樹 種

林 齢 年

胸 高 直 径 釧

樹 同 π

んα 当た り本数 本

材 積 ″

開発経過と調査内容

1.試験方法

(1)施業経過

ア.ヒ ノキ育苗

① まき付

② 床 替

イ.林地植付

昭和54年 3月

昭和55年 3月

昭和56年 3月

(15系統各 25θ )

(15系統各 100本 )
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(2)調査事項

ア.生長量調査 (昭和55～ 60年度 6生長期)

イ.密度管理Ry調査

2.試験箇所別調査内容

評価及び普及指導

1.樹下植栽した15ク ローンの中で,生長量が上位となった品種については,樹高,根元径とも

良い生長を示しており,ま た対照区においても, この傾向がある。

2i クローンの中で,最も大きく伸びたものと,最低のもの (ク ローン別平均値)をみると,

樹高について試験区では,28鍬,対照区では56印であるが,試験区の 6生長期の結果のみ

で良い品種であると断定することは困難であると考える。

雇蔦¬    所
苗 火田 3ね (樹下植栽) 4 り (対照区)

昭 和 53年 度 ま き 付

″  54   ″ 床 替 植 付 植 付

〃  55   ″ 生長量調査 生長量調査

〃  56   ″

″  57   ″

〃  58   ″

″  59   ″

〃  60   ″
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ヒ ノ キ 耐 陰 性 系 統 選 抜 法

I 試験の 目的

林業経営では,森林の機能保持, 環境保全には,特段の配慮をしなが ら,施業する必要があり

そのために樹下植栽技術の開発 も重要な課題 となる。

皆伐施業が困難な地域等で非皆伐施業を採用するためには,樹下植栽木が,耐陰性品種である

ことの要件が求められる。

従って,複層林施業体系を確立するため,樹下植栽木の生長のよい系統を選抜することを目的

として実施 したものである。

Ⅱ 試験地 の概要

1.場   所

(1)育苗地  菊池種苗事業所

② 林地植栽 (試験箇所 )

菊池深葉国有林 3ね林小班 (試験区15系統各50本 )

〃   4り 林小班 (対照区15系統各10本 )

2.地   況

林地植栽箇所は, スギ25年生人工造林地 (耐陰性試験地)1こ 対照区は同 じ流域の伐採跡地の一

部に設定 した。表-1の とおりである。

表 -1 試験箇所の地況

3.林   況

耐陰性試験地は,ス ギ人工造林地で区域面積 29.13んα,蓄積はんα当り200ゲ の高品質材等生産

林内で水源かん養保安林である。ます安山岩類を基岩とし,表層部は阿蘇系火山灰の堆積からな

り,表土はぼう軟である。

対照区は,人工林伐跡地で新植区域面積 493んαの一部を利用した。

試験区分 林小 ljjI 標 高 傾斜 土壌型 土 性
の
さ

層Ａｏ
厚 方 位

均
温

平年
気

年間降 雨量

育 苗 地 苗 畑

観

70
度
２ 黒色火山灰土

m

Sヽ
アヽ

Oc

15
脇

1,700

樹下値栽地 3ね 650 15 BD 員
υ SヽV つ

０ 2,400

対 照 区 4り 800 8 BD 一ｂ M 「ヽ 13 2,400
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III試 験 方 法

1.ヒ ノキ育苗

(1)ま  き 付  昭和54年 3月  (15系統 ×257)

曖)床   替  昭和55年 3月

2.林 地 植 栽

(1)植   栽  昭和56年 3月

唸)植 栽 方 法

林地値栽用のクローン別得苗本数が予定の各 100本について養成出来なかったため,各クロー

ンとも60本 (国東18号については56本)と することにした。 (表 -2)

値栽要領は,区域を 6ブ ロック,12プロ・ントに区分 し一系統 10本づつ連続値栽 した。

(図 ―lリ

Ⅳ 調 査 結 果

1.育   苗

表-2 クロー ン別養苗結果表

NQ 品 種 別 稚 苗 本 数 床 替 本 数 ′
得 苗 本 数 林地植栽本数

1 阿 蘇 1号 349  本 210 本 202  本 60   フト

2 ″  3 号 410 210 （
υ

９
″ 60

3 ″  8 号
７∩

フ
，

“ 210 （
υ

（
υ

，

″ 60

4 菊 池 1号 345 210 208 60

5 大 分  7 号 164 164 155 60

資
υ ″  8 号 295 210 201 60

7 佐 伯 5 号 186 186 180 60

8 玖 珠 5号 173 173 170 60

9 中 津 10 号 147 147 146 60

10 ″  11 号 120 120 118 60

日 出 6号 96 96 95 60

，

″ 竹 田 署 2号 118 118 118 60

13 ″  3号 103 つ
０

ｎ
ｕ 102 60

14 玖 珠 6号 115 一ｂ 113 60

15 国 東 18 号 59 59 56 56

計 2,331 2,274 896
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調査結果及び考察を記入す る。

状況写真は別途整理する.



摘   要

1.種子のまき付量は,各 クローンとも257

2.検定発芽率は,各クローンについて 10～ 35%の範囲であった。

2.林 地 試 験

(1に の試験地は,ス ギ人工林を間伐調整の上, ヒノキの樹下植栽を実施したもので,上木の新

値から現在までの林相の経過については,表 -3の とおりである。

表-3 上層林の経過表

(2)試験区と対照区の比較

林地植栽後の経過を 6生長期の時点で判定すると,樹高・根元直径ともに対照区の方が,生

長量は大であった。

3生長期までは,両試験区とも,樹高・根元直径は緩慢であるが, 4生長期に入ると対照区

では,急速に生長量の増大が見られる。 (図 -1)

一方,試験区では, 6生長期までは,一般的な樹高の伸びに止まっている。

年度 種 別 林令 平均樹高 平均胸高直径 HA当本数 HA当材積 Ry 備 考

S31 新   植 1

π 卸

3,200 
本 ゲ

44 林相調査 14 66 14 2,400
，

“

，

″ 0.63 間 伐 前

間   伐 82 14 1,800 104 0.65 間 伐 後

55 25 13.9 20 1,100
（
υ

０
０ 0.73 樹下値栽

59 林相調査 29 151
９
″

，

“ 1,100 308 0.76
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